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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の信号及び１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信することと、
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度及び／またはロケーション
を測定することと、
　前記対象の信号を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケーショ
ンを調節すること、
　のステップを備えるＡＣＩ抑制のための方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項１の
方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、帯
域幅及び前記バンドパスフィルタの中心を調節することを含む、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記合成信号を中間周波数（「ＩＦ」）に変換することをさらに含む、請求項１の方法
。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項４の
方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、帯
域幅及び前記バンドパスフィルタの中心を調節することを含む、請求項５の方法。
【請求項７】
　前記合成信号をベースバンドに変換することをさらに含む、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタはローパスフィルタである、請求項７の方
法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、帯
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域幅及び前記ローパスフィルタの中心を調節することを含む、請求項８の方法。
【請求項１０】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源は、第１のロケーションを有する第１の隣
接チャネル干渉源と、第２のロケーションを有する第２の隣接チャネル干渉源とを含み、
前記第１のロケーションは前記第２のロケーションと異なる、請求項１の方法。
【請求項１１】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉体は、第１のロケーションにおいて第１の強
度を有する第１の隣接チャネル干渉源と、第２のロケーションにおいて第２の強度を有す
る第２の隣接チャネル干渉源とを含み、前記第１の強度は前記第２の強度と異なる、請求
項１の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、
前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記測定に関する情報
をプロセッサで受信することと、
　前記受信情報に応じて、前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーショ
ンを調整することに関する命令を前記プロセッサで生成すること、
　を含む、請求項１の方法。
【請求項１３】
　前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することは、前
記対象の信号の強度及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度を測定することを含む、
請求項１の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、前
記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象の信号の前記強度に対応
させるために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節する
ことを含む、請求項１３の方法。
【請求項１５】
　前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することは、前
記１以上の隣接チャネル干渉源のロケーションを測定することを含む、請求項１３の方法
。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することは、前
記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーションに関連のある前記対象の
信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少なくとも１つのダイナミ
ックフィルタの前記ロケーションを調節することを含む、請求項１５の方法。
【請求項１７】
　対象の信号及び１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信するように構成され
たアンテナと、
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度及び／またはロケーション
を測定するように構成された干渉測定回路と、
　前記対象の信号を取り出すように構成された少なくとも１つのダイナミックフィルタと
、
　前記対象の信号を取り出すために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケー
ションを調節するように構成されたプロセッサと、
　を備える受信装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項１７
の受信装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記バンドパスフィルタの前記ロケーションを調整するように構成
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されている、請求項１８の受信装置。
【請求項２０】
　前記合成信号をＩＦに変換することをさらに含む、請求項１７の受信装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、バンドパスフィルタである請求項２０
の受信装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、前記バンドパスフィルタの前記ロケーションを調節するように構成
されている、請求項２１の受信機装置。
【請求項２３】
　前記合成信号をベースバンドに変換するように構成されたコンバータをさらに含む、請
求項１７の受信装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタは、ローパスフィルタである、請求項２３
の受信機装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記ローパスフィルタの前記ロケーションを調節するように構成さ
れている、請求項２４の受信機装置。
【請求項２６】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源は、第１のロケーションを有する第１の隣
接チャネル干渉源と、第２のロケーションを有する第２の隣接チャネル干渉源とを含み、
前記第１のロケーションは前記第２のロケーションと異なる、請求項１７の受信装置。
【請求項２７】
　起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源は、第１のロケーションにおいて第１の強
度を有する第１の隣接チャネル干渉源と、第２のロケーションにおいて第２の強度を有す
る第２の隣接チャネル干渉源とを含み、前記第１の強度は前記第２の強度と異なる、請求
項１７の受信装置。
【請求項２８】
　前記測定回路は、前記対象の信号の強度及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉
源の強度を測定するようにさらに構成されている、請求項１７の受信装置。
【請求項２９】
　前記プロセッサは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象
の信号の前記強度に対応させるために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記
ロケーションを調節するように構成されている、請求項２８の受信装置。
【請求項３０】
　前記測定回路は、前記１以上の隣接チャネル干渉源のロケーションを測定するようにさ
らに構成されている、請求項２８の受信装置。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーション
に関連のある前記対象の信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少
なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節するように構成された、
請求項３０の受信装置。
【請求項３２】
　対象の信号及び１以上の隣接チャネル干渉源を含む合成信号を受信することと、
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度及び／またはロケーション
を測定することと、
　前記対象の信号を取り出すために少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケーショ
ンを調節すること、
　に関するコードを備えるＡＣＩを抑制するための命令を備える機械可読媒体。
【請求項３３】
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　前記命令は、前記合成信号をＩＦに変換することに関するコードをさらに含む、請求項
３２の機械可読媒体。
【請求項３４】
　前記命令は、前記合成信号をベースバンドに変換することに関するコードをさらに含む
、請求項３２の機械可読媒体。
【請求項３５】
　前記対象の信号及び起こりうる前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することに関す
るコードは、前記対象の信号の強度及び前記１以上の隣接チャネル干渉源の強度を測定す
ることに関するコードを含む、請求項３２の機械可読媒体。
【請求項３６】
　前記少なくとも１以上のダイナミックフィルタの前記ロケーションを調整することに関
するコードは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象の信号
の前記強度に対応させるために前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケー
ションを調節することに関するコードを含む、請求項３２の機械可読媒体。
【請求項３７】
　前記対象の信号及び前記１以上の隣接チャネル干渉源を測定することに関するコードは
、前記１以上の隣接チャネル干渉源のロケーションを測定することに関するコードをさら
に含む、請求項３３の機械可読媒体。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節することに関す
るコードは、前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーションに関連の
ある前記対象の信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少なくとも
１つのダイナミックフィルタの前記ロケーションを調節することに関するコードを含む、
請求項３２の機械可読媒体。
【請求項３９】
　対象の信号の強度及び起こりうる１以上の隣接チャネル干渉源の強度を測定し、
　前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度に関連のある前記対象の信号の前記強度に
対応させるために少なくとも１つのダイナミックフィルタのロケーションを調整するよう
に構成されたＡＣＩを抑制するためのプロセッサ。
【請求項４０】
　前記プロセッサは、
　前記１以上の隣接チャネル干渉源に関するロケーションを測定し、
　前記１以上の隣接チャネル干渉源の前記強度及び前記ロケーションに関連のある前記対
象の信号の前記強度及び前記ロケーションに対応させるために前記少なくとも１つのダイ
ナミックフィルタの前記ロケーションを調整するようにさらに構成されている請求項３９
のプロセッサ。
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